
能
本

《求
塚
》
の
作
書
者

一
、
《求
塚
》
作
者
理
解
の
歴
史

二
、
《求
塚
》
前
段
に
見
ら
れ
る
作
書
上
の
特
徴

三
、
《求
塚
》
後
段
の
世
界
＝
一
曲
の
主
題

一
、
《求
塚
》
作
者
理
解
の
歴
史

十
六
世
紀
初
頭
、
す
な
わ
ち
室
町
中

・
後
期
、
永
正
か
ら
大
永
に
至
る
こ

ろ
に
ま
と
め
ら
れ
た

『能
本
作
者
註
文
』
、
同

『註
文
』
が
作
者
別
の
記
載

な
の
を
、
曲
名
を
い
ろ
は
順
に
し
た

『
い
ろ
は
作
者
註
文
』
亀
古
歌
謡
作
者

考
』
と
も
。
異
本
―
浅
野
本
―
を

『異
本
謳
曲
作
者
』
と
も
）
、
そ
こ
か
ら

作
者
不
分
明
の
曲
を
除
い
た

『歌
謡
作
者
考
』
、
金
春
系
と
推
察
さ
れ
て
い

る

「自
家
伝
抄
』
と
い
っ
た
室
町
期
の
作
者
付
は
、
《
求
塚
》
を
す
べ
て
世

阿
弥
作
と
す
る
。
そ
の
根
拠
が
い
ず
れ
に
あ
る
の
か
は
知
ら
れ
な
い
が
、
世

阿
弥
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
伝
承
が
曖
味
に
な
っ
て
い
た
時
代
の
成
立
で
あ

り
、
今
日
で
は
、
世
阿
弥
の
作
書
考
定
に
関
し
て
は
、
む
し
ろ
顧
み
な
い
ほ

う
が
よ
い
資
料
群
で
あ
る
。

能
本

《
求
塚
》
の
作
書
者

味
　
方

健

降

つ
て
、
享
保
六
年

（
一
七
二
一
）
に
各
座
大
夫

・
脇

・
囃
子

・
狂
言
の

各
家
元
か
ら
公
儀
に
提
出
さ
れ
た
書
上
の
う
ち
、
『観
世
大
夫
書
上
』
（時
の

大
夫
は
十
四
世
清
親
）
に

「観
阿
弥
節
付
之
分
」
と
し
て
見
え
る
の
は
、
七

世
宗
節

（元
忠
）
抄
写

（直
写
し
で
は
な
い
）
の
世
阿
弥
の
音
曲
伝
書

『五

音
』
が
観
世
大
夫
家
に
伝
存
し
、

モ
ト
メ
ゾ
カ
　
　
　
亡
父
曲

サ
レ
バ
人

一
日

一
夜
ヲ
フ
ル
ト
ダ
ニ

（傍
点
筆
者
）

の
記
載
を
清
親
が
見
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
「観
阿
弥
節
付
」
と
し

た
の
は
、
『五
音
』
（上
）
の

「亡
父
曲
」
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ

（「曲
」
は

同
書
の
冒
頭
掲
出
曲

《
伏
見
》
に

「曲
付
」
と
し
る
す
も
の
の
略
記
）、
清

親
の

『五
音
』
検
分
の
形
跡
は
散
見
す
る
。
元
章
の
手
に
成
る

「二
百
十
番

謡
目
録
』
に
は

「清
次

（注
、
観
阿
弥
）
作
」
と
す
る
。
先
述

『書
上
』
の

曲
付

（作
曲
）
者
を
作
書

（作
詞
）
者
と
同

一
人
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
、
「五
音
』
宗
節
抄
写
本
発
見
、
吟
味
に
際
し
て
の

一
一一一



能
勢
朝
次
の
見
解
が
そ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『申
楽
談
儀
』
（以
下

『談

儀
し

に

「観
阿
作
」
と
い
う

《
自
然
居
士
》
は
、
「五
音
」
で
は

「
亡
父

曲
」
と
あ

っ
て
、
作
書
者
を
特
記
し
な
い
場
合
は
、
曲
付
者
が
同
時
に
作
書

者
な
の
で
あ
る
。
曲
付
者
と
し
て
名
を
挙
げ
る
の
は
、
「五
音
』
が
音
曲
伝

書
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
「風
姿
花
伝
』
以
下
の
あ
ま
た
の
世
阿
弥
伝
書
は
、
当
然
秘
伝

書
で
、
明
治
四
十
二
年

（
一
九
〇
九
）
の
吉
田
東
伍
に
よ
る
刊
行
以
前
は
、

世
上
は
お
ろ
か
、
能
役
者
や
研
究
者
の
間
で
も
知
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
能
本
を
能
役
者
が
自
作
す
る
と
は
、
お
お
か
た
の
思
い
も
及
ば

ぬ
こ
と
で
は
あ
っ
た
。

能
本
の
校
訂

・
注
釈
や

『花
伝
書
』
（八
帖
本
）
の
翻
刻

・
刊
行
、
そ
の

他
で
少
な
か
ら
ぬ
業
績
を
残
し
て
い
る
大
和
田
建
樹
で
さ
え
、
「謡
曲
通

解
』
（明
治
二
十
九
年
―

一
八
九
六
―
、
博
文
館
刊
）
の

「総
論
」
の
中
で
、

節
と
舞
と
の
作
こ
そ
悉
く
其
専
門
家
の
手
に
は
出
で
た
れ
。
文
句
の

作
者
は
多
く
当
時
の
文
人
歌
人
な
り
し
事
疑
ふ
可
か
ら
ず

と
い
っ
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。
明
治
四
十

一
年

（
一
九
〇
八
）
、
「通
解
』

の
改
訂
版
と
も
い
う
べ
き

『謡
曲
評
釈
」
で
、
大
和
田
は
、
能
役
者
の
完
曲

全
面
執
筆
と
理
解
す
る
に
は
、
い
ま
だ
懐
疑
的
で
あ

っ
た
が
、

結
崎
観
阿
弥
、
世
阿
弥
の
父
子
…
…
今
ま
で
の
曲
舞
に
次
第
、
道

行
、　
二
月
、
下
歌
、
上
歌
等
を
加
へ
。
キ
リ
を
付
け
て

一
番
の
能
を
作

一
四

り
出
だ
し
ゝ
よ
り
。
引
続
き
多
く
の
作
者
出
で
た
り
と
。
世
に
言
ひ
伝

へ
て
。
其
曲
も
作
者
の
名
の
伝
は
り
た
る
が
多
し
…
…

と
し
て
、
観
阿
弥

。
世
阿
弥
以
下
の
能
本
作
者
た
ち
を
挙
げ
て
い
る
。

た
だ
、
「通
解
」
で
右
の
よ
う
に
い
い
な
が
ら
、
そ
の
時
点
で

「古
名

処
女
塚
　
清
次
作
」
と
し
、
「評
釈
」
で
は

「古
名
　
処
女
塚
　
世
阿
弥
作

観
阿
弥
作
と
も
」
と
改
め
て
い
る
。
天
野
文
雄
氏
は
、
大
和
田
が
二
十
三

世
観
世
清
廉
の
門
人
で
あ
り
、
観
世
家
と
親
し
く
、
前
掲
の
世
阿
弥
伝
書
を

瞥
見
し
て
い
る
可
能
性
を
い
わ
れ
た
が

（談
）、
「五
音
」
や

『申
楽
談
儀
』

が
当
時
清
廉
の
座
右
に
あ

っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。

佐
成
謙
太
郎
は

「謡
曲
大
観
」
（昭
和
五
～
六
年
―

一
九
三
〇
～
三

一
―
、

明
治
書
院
刊
）
で
、
『能
本
作
者
註
文
」
の
世
阿
弥
説
、
コ
一百
十
番
謡
目

録
』
の
観
阿
弥
説
を
挙
げ
、
「談
儀
」
に
見
え
る

《
求
塚
》
の
謡
い
方
に
つ

い
て
の
記
載
と
禅
竹
の

「歌
舞
髄
脳
記
」
に

「広
精
風
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
部
分
を
紹
介
し
て
い
て
、
作
者
に
つ
い
て
の
吟
味
や
新
見
は
な
い
。

さ
き
に
ち
ょ
っ
と
触
れ
た
が
、
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
、
観
世
宗
家
か

ら

「五
音
』
の
宗
節

（元
忠
）
抄
写
本
と

『五
音
ぬ
き
書
」
と
題
す
る
八
世

元
尚
抄
写
本
と
が
発
見
さ
れ
た
。
発
見
か
ら
コ
ロ
タ
イ
プ
版
の
刊
行
ま
で
、

片
山
博
通

（八
世
九
郎
右
衛
門
）
の
功
績
は
大
き
い
。
「五
立こ

は
音
曲
伝

書
で
は
あ
る
が
、
芸
態
が
か
な
り
変
遷
し
て
し
ま
っ
て
い
る
今
で
は
、
む
し

ろ
能
本
作
者
考
定
資
料
と
し
て
の
効
用
が
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
を
駆
使
し
て

従
来
の
作
者
説
を
大
幅
に
改
め
た
の
が
能
勢
朝
次
で
、
そ
の

『謡
曲
作
者

考
』
は

『観
世
』
の
昭
和
十
年

（
一
九
三
五
）
十

一
月

「秋
季
特
別
号
」
に



九

一
ペ
ー
ジ
を
増
し
て
の
一
挙
掲
載
で
あ

っ
た

（の
ち
に

『能
楽
源
流
考
』

に
収
録
）
。

昭
和
十
～
十

一
年

（
一
九
三
五
～
六
）
に
野
上
豊

一
郎
が
中
央
公
論
社
か

ら
刊
行
し
た

『解
註
　
謡
曲
全
集
』
は
、
能
本
を
従
来
の
よ
う
に
謡
曲
の
詞

章
と
い
う
に
留
め
ず
、
能
の
台
本
と
し
て
扱
う
こ
と
を
立
て
前
と
し
た
、
あ

る
意
味
で
画
期
的
な

一
書
で
あ

っ
た
が
、
作
者
考
定
に
新
見
は
な
く
、
《
求

塚
》
に
関
し
て
は
、
『能
本
作
者
註
文
』
記
載
の
世
阿
弥
作
説
と

『二
百
十

番
謡
目
録
』
の
観
阿
弥
作
説
を
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
。

戦
後
に
な
っ
て
、
昭
和
三
十
五
年

（
一
九
六
〇
）
岩
波
版

「
日
本
古
典
文

学
大
系
」
の

『謡
曲
集
』
上

（横
道
萬
里
雄

・
表
章
校
注
）
で
は
、
先
述
の

『五
音
』
上
の
記
載
を
引
き
、
「作
曲
者
は
観
阿
弥
で
あ
る
。
作
詞
者
も
同
人

で
あ
る
可
能
性
が
な
く
は
な
い
」
と
い
っ
て
い
て
、
戦
前
の
能
勢
説
を
さ
し

て
出
て
い
な
い
。

平
成
十
年

（
一
九
九
八
）
、
小
学
館
か
ら
小
山
弘
志

・
佐
藤
健

一
郎
監
修

の

「新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」
『謡
曲
集
』
２
が
刊
行
さ
れ
た
。
「作
者

観
阿
弥
」
と
し
、
根
拠
と
し
て

『五
音
』
上
の
記
載
を
挙
げ
、
『大
観
』
も

引
い
た

『談
儀
』
の
謡
い
方
に
つ
い
て
の
記
述
も
あ
わ
せ
紹
介
す
る
。

以
上
、
か
な
り
の
長
年
月
に
互
っ
て
、
能
本
の
作
者
考
定
は
、
す
べ
て
作

者
付
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
資
料
に
拠
っ
て
来
た
わ
け
で
あ
り
、
曲
じ
た

い
の
吟
味
か
ら
の
作
者
考
定
は
、
ま

っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
行
な
わ
れ

て
い
な
い
。

曲
の
内
部
徴
象
か
ら
作
者
を
考
定
す
る
と
い
う
方
法
が
提
唱
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
り
、
実
際
に
は
、
香
西
精
が

能
本

《
求
塚
》
の
作
書
者

『観
世
』
に
連
載
し
た

「作
者
と
作
品
」
を
以
っ
て
哺
矢
と
す
る
。
そ
の
流

れ
が
同
誌
掲
載
の
各
氏
の

「作
品
研
究
」
と
な
っ
て
続
く
の
で
あ
る
。

《
求
塚
》
の
内
部
吟
味
か
ら
作
者
考
定
を
試
み
ら
れ
た
最
初
の
研
究
者

は
、
表
章
氏
で
あ
る
。
氏
は
、
は
じ
め
、
左
の
よ
う
な
理
解
で
あ
っ
た
。

前
段
の
間
答
か
ら
ロ
ン
ギ
ま
で
の
部
分
は
、
和
歌
や
歌
語
を
作
詞
に

応
用
す
る
こ
と
を
最
善
の
手
法
と
し
て
い
た
世
阿
弥
の
好
み
に
近
い
内

容
で
あ
っ
て
、
彼
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
…
…

と
は
い
う
も
の
の
、
〈求
塚
）
の
開
眼
の
部
分
で
あ
る
後
段
の
、
地

獄
で
の
責
め
苦
を
え
が
く
残
酷
な
ま
で
の
描
写
は
、
物
ま
ね
を
本
と

し
、
た
け

（強
さ
の
あ
る
よ
そ
お
い
）
を
得
意
と
し
た
大
和
猿
楽
の
伝

統
が
躍
如
と
し
て
お
り
、
観
阿
弥
な
ら
で
は
の
手
法
と
言
え
よ
う
。
能

作
に
は
他
曲
の
応
用
や
改
作
が
つ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
含
み
に
し
て

の
こ
と
な
ら
ば
、
〈求
塚
〉
の
作
者
を
観
阿
弥
と
し
て
差
支
え
あ
る
ま

い
…
‥

翁
観
世
』
昭
和
四
〇

。
一
）

し
か
し
、
氏
は
そ
の
の
ち
作
者
観
阿
弥
説
を
捨
て
、
世
阿
弥
説
に
移
っ
て

ゆ
か
れ
た
。
「能
楽
鑑
賞
の
会
」
発
行

『能
楽
鑑
賞
の
栞
』
ヽ
４０
１
昭
和
五

七

・
一
二
月
―

（の
ち
に

『能
楽
史
新
考
』
０
に

「作
品
研
究
　
求
塚
」
の

補
説
と
し
て
収
録
）
に
拠
る
と
、
先
述
の

『五
音
』
（上
）
が

「亡
父
曲
」

と
し
て
掲
出
す
る
後
段
の

〔上
歌
〕
「
サ
レ
バ
人
…
」
が
完
曲

《
求
塚
》
に

お
い
て
不
安
定
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
本
文
は

一
五



さ
れ
ば
人
、　
一
日

一
夜
を
経
る
に
だ
に
、
／
ヽ
、
八
億
四
千
の
思
ひ

あ
り
。
況
や
わ
れ
ら
は
、
去
り
に
し
跡
も
久
方
の
、
天
の
帝
の
お
ん
代

よ
り
、
今
は
後
の
堀
河
の
、
御
宇
に
逢
は
ば
わ
れ
ら
も
、
再
び
世
に
も

帰
れ
か
し
。
い
つ
ま
で
草
の
蔭
、
苔
の
下
に
は
埋
も
れ
ん
、
さ
ら
ば
埋

も
れ
も
果
て
ず
し
て
、
苦
し
み
は
身
を
焼
く
、
火
宅
の
住
み
か
ご
覧
ぜ

よ
、
ノ
く
、
　
（古
写
本
よ
り

一
部
表
記
を
改
め
て
引
用
）。

と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
氏
は

″
別
曲
の

一
部
だ

っ
た
の
を
別
人
が

〈求

塚
〉
に
転
用
し
た
疑
い
が
強
″
く
、
″全
体
の
文
意
が
直
前
の
サ
シ
や

一
セ

イ
の
文
言
と
少
し
も
照
応
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
「
天
の
帝
の
お
ん
代
」
と

か

「後
の
堀
河
の
御
宇
」
と
か
の
時
代
を
限
定
す
る
文
言
を
含
む
点
も
、

〈求
塚
）
の
内
容
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
「わ
れ
ら
」
の
語
が
三
度
使
わ
れ
て
い
る

の
は
…
…
こ
の
上
ゲ
尋
が
複
数
の
人
物
の
述
懐
と
し
て
綴
ら
れ
た
こ
と
を
思

わ
せ
る
…
…
宝
生
流
や
喜
多
流
が
三
度
目
の

「わ
れ
ら
」
を

「わ
れ
」
に
変

更
し
、
昭
和
初
年
に
復
曲
し
た
金
剛
流
が
上
ゲ
尋
全
体
を
削
除
し
、
昭
和
２６

年
復
曲
の
観
世
流
が
問
題
語
を
含
む
第
二
節

（況
や
…
帰
れ
か
し
）
を
カ
ッ

ト
し
て
い
る
事
実
も
、
こ
の
小
段
の
不
安
定
さ
を
象
徴
し
て
い
る
″
と
い
わ

れ
、
ど
π
成
し
た
形
の
夢
幻
能
で
あ
る
こ
と
も
、
作
者
観
阿
弥
説
を
疑
う
に

足
る
現
象
で
あ
る
…
…
観
阿
弥
は
夢
幻
能
を
作

っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

〈求
塚
〉
も
、
〈江
口
〉
な
ど
と
同
じ
く
、
世
阿
弥
が
父
の
作
曲
し
た
上
ゲ
腎

を
採
り
入
れ
て
作

っ
た
能
で
あ
る
可
能
性
が
か
な
り
に
強
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
″
と
さ
れ
て
い
る
。
氏
は

『観
世
』
論
文
の
時
点
で
、
す
で
に
、
″観

阿
弥
作
の
能
の
特
色
と
も
言
え
る
労
働
を
背
景
と
し
た
物
尽
く
し
謡
″
で
あ

一
六

る

〔
ロ
ン
ギ
〕
に

″
『朗
詠
』
の
文
句
の
応
用
も
あ

っ
て
観
阿
弥
的
と
は
言

い
難
″
い
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
西
野
春
雄
氏
は

「古
歌
や
歌
枕
を
背
景
と
し
た
歌
問
答
や

名
所
教
え
と
か
和
歌
の
引
用
を
含
め
た
修
辞
に
は
世
阿
弥
ら
し
い
手
法
」
を

感
じ
な
が
ら
、
「
菟
名
日
処
女
の
存
在
そ
の
も
の
が
罪
で
あ
る
と
い
う
認

識
、
存
在
即
地
獄
と
い
っ
た
視
点
は

（注
、
世
阿
弥
ト
ハ
）
異
質
の
も
の
」

で
、
「主
人
公
自
身
に
恋
の
妄
執
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
異
性
の

求
愛
に
対
す
る
不
決
断
が
、
つ
い
に
死
に
結
び
つ
き
…
…
鴛
喬
と
二
人
の
男

を
も
殺
し
た
罪
を
問
わ
れ
…
…
死
後
も
永
遠
に
苦
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
残
酷

な
主
題
は
、
世
阿
弥
の
世
界
と
は
異
質
で
あ
る
」
と
把
握
し
て
お
ら
れ
る

（岩
波
講
座

『能

・
狂
言
』
Ⅲ

「能
の
作
者
と
作
品
し
。

諸
先
覚
の

《
求
塚
》
の
作
者
に
つ
い
て
の
論
及
は
、
お
よ
そ
右
の
よ
う
な

こ
と
で
あ
る
。二

、
《求
塚
》
前
段
に
見
ら
れ
る
作
書
上
の
特
徴

前
項
に
引
い
た
表
稿
に
も
見
え
る
ご
と
く
、
昭
和
二
十
六
年

（
一
九
五

こ
、
観
世
流
が

《
求
塚
》
を
復
曲
し
た
。
演
技
者
側
の
観
世
華
雪
、
お
よ

び
そ
の
周
辺
の
人
々
の
意
見
が
は
い
っ
て
い
る
の
は
当
然
と
し
て
、
野
々
村

戒
三

・
能
勢
朝
次

。
三
宅
襄

・
横
道
萬
里
雄
と
い
っ
た
研
究
者

・
評
論
家
が

本
文
校
訂
に
当
た
り
、
古
写
本
な
い
し
現
行
所
演
曲
と
し
て
い
る
流
儀
の
本

文
か
ら
、
数
か
所
が
カ
ッ
ト
さ
れ
た
。
そ
の
一
か
所
、
前
段
、
ワ
キ
の
旅
僧

が
、
「生
田
と
は
こ
の
あ
た
り
を
申
し
候
ふ
か
」
と
尋
ね
た
答
に
、



ッ
レ
「
…
少
き
草
の
原
な
ら
ば
、
小
野
と
は
な
ど
や
し
ろ
し
め
さ
れ
ぬ
ぞ
。

”
”
「
み
吉
野

・
志
賀
の
山
桜
、
龍
田

。
初
瀬
の
も
み
ぢ
を
ば
、
歌
人
の

家
に
は
知
る
な
れ
ば
、
所
に
住
め
る
者
な
れ
ば
と
て
、
生
田
の
森
と

も
林
と
も
、
知
ら
ぬ
こ
と
を
な
宣
ひ
そ
よ
。
（宝
生
流
本
文
）

と
あ
る
、
ゴ
シ
ッ
ク
の
部
分
を
カ
ッ
ト
し
、
「知
ら
ぬ
」
を

「あ
ら
ぬ
」
と

変
え
た
の
で
あ
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
部
分
は
、
筋
を
運
ぶ
と
い
う
こ
と
に
限

っ
て

は
、
か
な
ら
ず
し
も
必
要
で
な
い
。
合
理
的
に
考
え
れ
ば
、
な
い
ほ
う
が
、

む
し
ろ
冗
漫
で
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
い
う
所
が
、
能
本

の
一
つ
の
文
芸
性
な
の
だ
と
わ
た
し
は
思
う
。
わ
た
し
の
あ
ま
り
好
ま
な
い

こ
と
な
が
ら
、
い
ち
お
う
現
代
語
訳
を
試
み
る
。

わ
ず
か
の
草
し
か
生
え
て
い
な
い
野
原
で
し
た
ら
、
小
野
と
、
ど
う

し
て
お
分
か
り
く
だ
さ
い
ま
せ
ぬ
。
い
え
い
え
、
生
田
の
小
野
は
お
ろ

か
、
吉
野

・
志
賀
の
花
、
龍
田

。
初
瀬
の
も
み
じ
だ
っ
て
、
こ
こ
ろ
え

て
い
る
の
は
、
や
ん
ご
と
な
い
歌
人
の
か
た
が
た
。
い
く
ら
名
所
に
住

ん
で
い
ま
し
ょ
う
と
も
、
賎
し
い
菜
摘
み
女
に
お
尋
ね
な
さ
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
す
ま
い
。

表
面
、
軽
く
イ
ナ
し
て
い
て
、
じ
つ
は
、
「少
き
草
の
原
」
を

「
小
野
」

と
気
づ
か
ぬ
野
僧
の
風
雅
心
の
な
さ
に
対
す
る
抗
弁
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
「津

の
国
の
生
田
の
小
野
」
と
い
う
歌
枕
を
知
ら
ぬ
か
、
と
い
う
椰
楡
な
の
だ
。

そ
し
て
、
こ
れ
が
同
時
に
、
あ
と
に
引
く

「旅
人
の
道
さ
ま
た
げ
に
摘
む
も

能
本

《
求
塚
》
の
作
書
者

の
は
生
田
の
小
野
の
若
菜
な
り

（け
り
と

（
『堀
川
百
首
』
源
師
頼
）
の
裏

返
し
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
で
つ
ま
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
引
用
歌
は
、
里

人
の
若
菜
摘
み
が
道
を
急
ぐ
旅
人
の

「道
さ
ま
た
げ
」
に
な
る
と
の
意
な
の

を
、
里
の
乙
女
が

「若
菜
を
摘
む
い
と
ま

（な
さ
と

を
、
逆
に

「急
ぎ
の

旅
」
を
た
ど
る
は
ず
の
旅
僧
が
じ
ゃ
ま
し
て
、
「
よ
し
な
き
こ
と
を
問
」
う

の
で
あ
る
。
無
粋
な
僧
が

「道
さ
ま
た
げ
」
な
ら
ぬ

「わ
ざ
さ
ま
た
げ
」
を

し
た
の
で
あ
る
。
風
雅
人
の
シ
テ
が
、
無
風
流
な
ワ
キ
を
た
し
な
め
る
の

は
、
《
融
》
《
頼
政
》
（
い
ず
れ
も
世
阿
弥
の
作
）
等
、
同
工
で
あ
る
。

《求
塚
》
の
主
題
へ
の
導
入
部
に
若
菜
摘
み
の
く
だ
り
を
設
け
た
の
は
、

一
曲
の
舞
台
と
な

っ
て
い
る
求
塚
の
在
り
所
が
、
「津
の
国
生
田
の
小
野
」

と
い
う
歌
枕
で
あ
り
、
「生
田
の
小
野
の
若
菜
」
が
地
誌
的

。
文
芸
的
名
物

だ
か
ら
だ
。
の
ち
に
金
春
禅
竹
が
、
こ
の
系
列

（表
氏
の
い
わ
れ
る

「塚
も

の
」
）
の
延
長
線
上
に

《
定
家
》
を
書
い
て
、
主
題
へ
の
導
入
部
に

「
い
つ

は
り
の
な
き
世
な
り
け
り
神
無
月
誰
が
誠
よ
り
時
雨
そ
め
け
ん
」
翁
拾
遺
愚

草
』
『続
後
拾
遺
』
藤
原
定
家
）
を
踏
ま
え
て
時
雨
を
あ
し
ら
う
の
も
同
工

で
あ
る
。

《
求
塚
》
の
こ
の
く
だ
り
は
、
西
野
氏
の
い
わ
れ
る

「労
働
歌
的
な
」
「物

尽
く
し
」
の
歌
謡
の
世
界

（前
掲
書
）
を
貴
族
的
な
和
歌
世
界
で
裏
打
ち
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
端
的
に
い
え
ば
、
北
山
文
化
圏
に
参
入
す
る
べ
く
、

世
阿
弥
用
語
で
い
う
な
ら
ば

「出
世
」
亀
九
位
』
『拾
玉
得
花
』
『談
儀
し

，

「
一
座
建
立
」
亀
風
姿
花
伝
」
「奥
儀
」
「花
修
し

の
本
懐
を
遂
げ
る
べ
く
、

鬼
が
か
り
の
ハ
タ
ラ
キ
ぶ
り
を
極
力
幽
玄
な
る
舞
の
手
に
、
態
を
整
え
て
ゆ

こ
う
と
し
た
の
と
同
質
の
志
向
で
あ
る
。
「田
舎
の
風
体
」
弯
談
儀
し

か
ら

一
七



の
脱
皮
を
急
ぐ
の
で
あ
る
。

《
船
橋
》
は

「談
儀
」
に

「根
本
田
楽
の
能
也
。
然
を

（注
、
世
阿
弥

ガ
）
書
き
直
さ
る
。
昔
能
也
し
を
、
田
楽
も
し
け
れ
ば
、
久
能
也
」
と
、
そ

の
ル
ー
ツ
と
古
さ
が
語
ら
れ
る
が
、
「五
音
』
に
は

「舟

ハ
シ
　
ワ
ウ
ジ
ベ

ウ
バ
ウ
ト
シ
テ
」
と
あ

つ
て
、
作
書

（作
詞
）
者

。
曲
付

（作
曲
）
者
を
し

る
さ
な
い
。
現

《
船
橋
》
に
つ
い
て
は
、
能
勢
氏
以
来
の
、
両
者
を
特
記
し

な
い
も
の
は
、
「五
音
』
筆
者
の
世
阿
弥
自
身
の
作
書

・
曲
付
と
い
う
理
解

で
よ
か
ろ
う
。
掲
出
さ
れ
て
い
る

〔サ
シ
〕
は
完
曲
の

一
部
で
、
と
く
に
独

立
し
た
謡
い
も
の
と
は
受
け
取
れ
な
い
。

こ
の

《
船
橋
》
の
後
段
、
く
だ
ん
の
男
女
が
ワ
キ
の
山
伏
の
前
に
ふ
た
た

び
姿
を
見
せ
た
と
き
、
山
伏
は

「
い
た
は
し
や
い
ま
だ
邪
姪
の
業
深
き
、
そ

の
執
心
を
振
り
捨
て
て
、
な
は
な
ほ
昔
を
懺
悔
し
た
ま
へ
」
と
い
う
。
そ
の

昔
の
恋
の
沙
汰
を
懸
愧
懺
悔
に
こ
こ
で
ま
な
ん
で
見
せ
よ
、
と
い
う
の
だ
。

暫
愧
懺
悔
す
れ
ば
罪
が
消
え
る
、
あ
る
い
は
軽
く
な
る
と
い
う
中
世
通
仏
教

の
世
界
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
男
女
は
ス
ト
レ
ー
ト
に
恋
の
沙
汰
の
再
現
に
は

は
い
ら
な
い
。

ッ
レ

「何
事
も
懺
悔
に
罪
の
雲
消
え
て
、
真
如
の
月
も
出
で
つ
べ
し
。

と
ァ
「
五
障
の
霞
の
晴
れ
が
た
き
、
春
の
夜
の
ひ
と
と
き
、
胡
蝶
の
夢
の

戯
れ
に
、
い
で
い
で
姿
を
見
え
申
さ
ん
。

ッ
レ

「よ
し
や
吉
野
の
山
な
ら
ね
ど
、
こ
れ
も
妹
背
の
中
川
の
、

と
ァ
「橋
の
と
だ
え
の
あ
り
け
る
と
は
、
い
さ
白
波
の
夜
ご
と
に
、

ッ
レ

「通
ひ
な
れ
た
る
浮
舟
の

一
八

と
ァ
「と
も
に
こ
が
る
る
思
ひ
づ
ま
…
…

つ
ま
り
は
、
若
い
二
人
を
逢
わ
せ
ま
い
と
す
る
両
親
が
、
橋
が
わ
り
に
並

べ
て
停
め
て
あ
る
舟
と
舟
の
間
を
と
り
離
し
て
お
い
た
の
を
、
男
は
知
ら
ず

に
踏
み
か
ぶ
っ
て
水
中
に
落
ち
、
命
を
落
と
し
た
の
だ
。
恋
の
成
就
し
な
か

っ
た
怨
み
と
、
非
業
の
死
を
遂
げ
た
怨
み
と
、
男
に
は
二
重
の
妄
執
が
あ
っ

て
、
浮
か
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
旅
の
山
伏
に
加
持
を
頼
む
。
そ
の
山
伏
の
前

で
の
恋
の
沙
汰
の
再
現
、
当
人
た
ち
に
と
っ
て
は
追
体
験
、
す
な
わ
ち
懺
悔

の
昔
語
で
あ
る
。

こ
れ
も

《
求
塚
》
の
場
合
と
お
な
じ
く
、
合
理
的
に
筋
道
の
み
を
運
ぼ
う

と
思
え
ば
、
ワ
キ
が

「な
ほ
な
ほ
音
を
懺
悔
し
た
ま
へ
」
と
い
え
ば
、
す
ぐ

ツ
レ
が

「
よ
し
や
吉
野
の
山
な
ら
ね
ど
」
と
受
け
れ
ば
い
い
の
だ
。
こ
れ
と

て
も
、
「妹
背
の
中
川
」
を
引
き
出
す
た
め
に
、
ま
ず

「吉
野
の
山
」
を
出

し
て
い
る
。
コ
ロ
野
の
山
の
中
に
落
つ
る
妹
背
の
川
」
、
す
な
わ
ち
文
芸
サ
ロ

ン
に
遊
ぶ
て
い
の
序
的
修
辞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
前
の

「胡
蝶
の
夢

の
戯
れ
」
は
、
さ
ら
に
主
題
を
離
れ
て
の
遊
戯
的
な
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。

「夢
」
は
山
伏
の
三
宝
加
持
の
通
夜
を
兼
ね
て
の

一
睡
の
夢
、
そ
の
夢
中
に

亡
魂
が
現
わ
れ
て
、
「戯
れ
」
に
お
恥
ず
か
し
い
自
身
の
恋
物
語
を
お
聞
か

せ
も
う
し
ま
し
ょ
う
、
と
の
謂
い
を
含
み
な
が
ら
、
『荘
子
」
「斉
物
論
」
に

い
う
夢
の
こ
と
を
引
く
の
で
あ
る
。
荘
周

（荘
子
）
は
夢
に
胡
蝶
と
な

っ

た
。
喜
々
と
し
て
自
在
に
飛
翔
し
た
。
忽
然
と
し
て
覚
め
る
と
、
人
間
周
で

あ
っ
た
。
彼
は
考
え
た
。
自
分
は
本
来
人
間
で
あ
っ
て
、
夢
に
胡
蝶
と
な
っ

た
の
か
。
あ
る
い
は
、
そ
の
逆
な
の
か
、
と
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
人
間
と



胡
蝶
と
の
間
を
自
在
に
往
き
来
す
る
境
地
、
物
化
の
世
界
を
説
く
の
で
あ

る
。
わ
が
国
、
こ
と
に
能
本
で
は

「胡
蝶
の
夢
の
戯
れ
」
と
い
う
、
い
わ
ば

成
語
を
用
い
る
。
《
船
橋
》
の
ほ
か
、
《
胡
蝶
》
《
俊
成
忠
度
》
な
ど
に
用
例

を
見
る
。

こ
う
し
て
、
言
葉
の
上
で
、
そ
れ
こ
そ
戯
れ
る
と
い
う
作
書
法
は
、
世
阿

弥
に
始
ま
り
、
定
着
す
る
筆
法
の
よ
う
に
、
わ
た
し
に
は
受
け
取
れ
る
。
厳

正
な
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
か
ら
す
れ
ば
、
道
草
に
も
似
た
遊
び
、
こ
こ
に
お
い

て
、
和
漢
の
先
行
文
芸
の
世
界

（あ
る
い
は
仏
典
さ
え
も
）
を
教
養
基
盤
と

し
て
共
通
す
る
サ
ロ
ン
の
粋
客
た
ち
が
、　
一
種
の
談
笑
の
世
界
、
あ
る
種
の

座
を
持

っ
て
、
能
と
い
う
詩
劇
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
追
求
と
は
、
い
く
ぶ
ん
違

っ
た
享
受
の
世
界
が
あ
つ
た
と
、
わ
た
し
は
思
う
。

《
求
塚
》
《船
橋
》
の
こ
の
作
書
法
と
お
な
じ
も
の
と
し
て
、
や
は
り

『五

立昌

（上
）
の
記
載
と
、
《
船
橋
》
か
ら
禅
竹
の

《
松
虫
》
へ
昇
華
し
て
ゆ
く

路
線
上
に
あ
っ
て
、
大
和
の
砕
動
の
鬼
に
近
江
か
ら
導
入
し
た
呂
中
千
の
舞

を
舞
わ
せ
よ
う
と
す
る
作
が
ら
か
ら
、
世
阿
弥
以
外
に
作
者
を
想
定
で
き
な

い

《錦
木
》
の
、
《
船
橋
》
の
先
述
と
お
な
じ
く
だ
り
、
す
な
わ
ち
、
ワ
キ

の
僧
が
機
屋
の
中
で
昔
さ
な
が
ら
に
細
布
を
織
る
女
の
姿
を
見
て
、
で
」
れ

は
夢
か
や
現
か
や
」
と
い
う
の
に
対
し
て
、
テ
キ
ス
ト
は
こ
う
展
開
す
る
。

ッ
レ

「
か
き
く
ら
す
心
の
間
に
ま
ど
ひ
に
き
。
夢

・
現
と
は
世
人
定
め

レ
よ

。

と
ァ
「げ
に
や
音
に
業
平
も
、
世
人
定
め
よ
と
い
ひ
し
も
の
を
、
夢

。
現

と
は
旅
人
こ
そ
、
よ
く
よ
く
し
ろ
し
め
さ
る
べ
け
れ
。

能
本

《求
塚
》
の
作
書
者

ヮ
キ

「
よ
じ
夢
な
り
と
も
現
な
り
と
も
、
は
や
は
や
音
を
あ
ら
は
し
て
、

夜
す
が
ら
わ
れ
に
見
せ
た
ま
へ
。

シ
ァ
「
い
で
い
で
音
を
あ
ら
は
さ
ん
と
…
…

こ
れ
も
、
ワ
キ
僧
の
疑
間
に
対
し
て
、
伊
勢
歌
の
世
界
で
遊
ん
で
い
る
。

作
者
は
、
そ
う
持

っ
て
ゆ
く
べ
く
、
ワ
キ
の
言
葉
か
ら
し
て
、
伊
勢
歌
の
詞

を
用
い
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
使
え
ば
、
「夢

。
現
」
に
し
て
も

「
世

人
定
め
よ
」
に
し
て
も
、
れ

つ
き
と
し
た
伊
勢
詞
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
、

《
通
小
町
》
《
山
姥
》
《
黒
塚

（安
達
原
こ

の

「鬼

一
口
」
、
《
隅
田
川
》
の

「舟
こ
ぞ
り
て
」
の
よ
う
に
。

こ
う
い
う
作
例
は
世
阿
弥
作
品
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
倣
ぶ
継
承
者
の
作
品

に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
て
、
不
思
議
は
な
い
。

三
、
《求
塚
》
後
段
の
世
界
＝

一
曲
の
主
題

《求
塚
》
の
ヒ
ロ
イ
ン
、
ウ
ナ
イ
オ
ト
メ
は
、
サ
サ
ダ
オ
ノ
コ
・
チ
ヌ
ノ

マ
ス
ラ
オ
ニ
人
の
男
に
求
愛
さ
れ
、
二
人
の
男
は
ウ
ナ
イ
オ
ト
メ
を
争

っ
て

さ
ま
ざ
ま
の
勝
負
を
試
み
、
つ
い
に
、
生
田
川
に
浮
か
ぶ
オ
ン
ド
リ
を
射
合

い
、
二
人
の
矢
先
が
も
ろ
と
も
に

一
枚
の
翼
に
当
た
っ
た
の
を
見
て
、
オ
ト

メ
は
身
の
帰
趨
に
悩
み
、
生
田
川
に
身
を
投
げ
て
果
て
る
。
二
人
の
男
は
、

オ
ト
メ
を
葬
っ
た
塚
を
求
め
来
た
り
、
そ
の
前
で
刺
し
違
え
て
空
し
く
な
っ

た
。
オ
ト
メ
の
亡
心
は

「そ
れ
さ
へ
わ
が
咎
に
な
る
身
を
助
け
た
ま
へ
」
と

旅
僧
に
頼
ん
で
塚
に
姿
を
消
す
―
―
こ
れ
が
前
段
、
オ
ト
メ
の
化
身
の
菜
摘

一
九



み
女
が
語
る
、
後
段
の
た
め
の
布
石
。

さ
て
、
畷
野
茫
々
と
し
て
人
影
さ
ら
に
な
く
、
た
だ
オ
ト
メ
を
納
め
る
孤

墳
の
み
。
前
段
に
オ
ト
メ
を
葬
る
求
塚
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
塚
の
作
り
物

は
、
や
が
て
、
煩
悩
に
苦
し
み
な
が
ら
、
逃
れ
出
よ
う
と
し
て
、
究
極
は
出

で
や
ら
ぬ
火
宅
の
表
象
と
な
る
。
オ
ト
メ
の
屍
を
喰
ら
わ
ん
と
先
を
争
う
猛

獣
、
オ
ト
メ
の
左
右
の
手
を
執
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
わ
が
身
の
方
に
引
き
立
て

る
か
つ
て
の
日
の
男
た
ち
の
亡
心
、
か
の
オ
シ
ド
リ
は
鉄
鳥
と
化
し
て

「頭

を
つ
つ
き
、
髄
を
食
ふ
」
。
や
が
て

「火
焔
が
ひ
と
む
ら
飛
び
覆
」
う
と
、

「光
は
飛
塊
の
鬼
と
な
つ
て
、
笞
を
ふ
り
上
げ
追
つ
立
」
て
る
。
「前
は
海
、

う
し
ろ
は
火
焔
」
、
「
せ
ん
か
た
な
く
て
、
火
宅
の
柱
に
、
す
が
り
つ
き
取
り

つ
け
ば
、
柱
は
す
な
は
ち
火
焔
と
な
つ
て
、
火
の
柱
を
抱
く
」
。
オ
ト
メ
の

「
五
体
は
熾
火
の
黒
煙
と
」
化
し
て
し
ま
う
―
―
や
や
あ

っ
て
、
か
ろ
う
じ

て
起
き
上
が
る
と
、
こ
の
た
び
は
獄
卒
に
笞
を
当
て
ら
れ
、
火
宅
を
槍
限
と

立
ち
出
で
る
と
、
そ
こ
に
は
地
獄
め
ぐ
り
の
責
め
苦
が
待
ち
受
け
て
い
る
。

「等
活

・
黒
縄

・
衆
合

・
叫
喚
…
」
と
八
大
地
獄
を
め
ぐ
り
、
末
は
無
間
地

獄
の
底
に
向
か
っ
て

「
三
年
三
月
の
」
間

「足
上
頭
下
と
落
」
ち
つ
づ
け
た

果
て
、
ふ
と
気
が
つ
く
と
、
「鬼
も
去
り
、
火
焔
も
消
え
て
、
暗
闇
」
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
な
お
作
者
の
カ
メ
ラ
は
、
寄
る
べ
を
求
め
て
暗
黒

の
畷
野
を
彿
復
す
る
魂
の
姿
を
執
拗
に
追
う
て
ゆ
く
。
当
然
、
魂
の
帰
る
べ

き
所
は
火
宅
し
か
な
い
。
三
年
三
月
前
に
さ
ま
よ
い
出
た
そ
の
火
宅
の
在
り

ど
こ
ろ
を
求
め
得
る
と
、
宿
業
の
支
配
に
従
つ
て
、
そ
こ
へ
帰

っ
て
ゆ
く
。

願
う
と
願
わ
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
に
し
か
な
ら
な
い
の
だ
。

こ
の
地
獄
絵
図
は
、
か
な
り
す
さ
ま
じ
い
。
こ
の
後
段
の
筋
立
て
は
、
西

二
〇

野
氏
も
前
掲
書
に
説
か
れ
る
よ
う
に
、
聖
道
芸
の
系
譜
に
立
つ
と
い
っ
て
よ

い
。
そ
し
て
、
具
象
的
に
は
、
中
世
の
人
々
が
、
寺
院
の
涅
槃
会
や
彼
岸
会

や
孟
蘭
盆
会
に
参
詣
し
て
目
に
す
る
地
獄
絵
の
世
界
で
あ
る
。
舞
台
を
、　
一

旦
、
象
徴
の
次
元
に
昇
華
さ
せ
、
ふ
た
た
び
感
覚
的
な
世
界
に
引
き
ず
り
お

ろ
し
て
、
リ
ア
リ
テ
ィ
は
す
こ
ぶ
る
鮮
烈
で
あ
る
。
そ
し
て
、
《
善
知
鳥
》

に
も
用
い
ら
れ
る
筆
法
、
か
つ
て
こ
ち
ら
が
命
を
奪
っ
た
オ
シ
ド
リ
が
鉄
鳥

と
化
し
て
オ
ト
メ
の
頭
を
つ
つ
き
さ
い
な
み
、
髄
ま
で
む
さ
ぼ
る
と
い
う
因

果
の
応
報
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
三
年
三
月
の
地
獄
め
ぐ
り
の
責
め
苦
が
果

て
て
、
唯

一
、
魂
の
寄
る
べ
き
所
は
火
宅
で
あ
り
、
そ
れ
は
次
の
輪
廻
の
旅

の
振
り
出
し
で
は
な
い
か
。
苦
し
み
の
末
た
ど
り
つ
い
た
ゴ
ー
ル
は
、
次
の

苦
し
み
の
ス
タ
ー
ト
な
の
だ
。
つ
ま
り
、　
一
切
の
有
情
の
宿
業
的
輪
廻
は
永

劫
で
あ
る
、
と
い
う
の
が

《
求
塚
》

一
曲
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
。

《求
塚
》
は
、
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
上
な
く
具
象
的
で
強
烈
な
舞
台
面
を

構
成
す
る
も
の
の
、
地
獄
絵
の
絵
解
き
に
終
っ
て
い
な
い
。
能
は
仏
教
文
学

で
あ
る
と
い
う
人
が
あ
る
。
さ
き
ほ
ど
か
ら
述
べ
て
来
た

《
求
塚
》
後
段

の
、
火
宅
の
思
想
に
し
ろ
、
因
果
と
い
う
考
え
方
に
し
ろ
、
第

一
、
主
題
の

輪
廻
観
じ
た
い
、
仏
教
の
世
界
観
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
救
済
が
な

い
。
俗
に
い
え
ば
、
仏
教
的
道
具
立
て
を
十
三
分
に
駆
使
し
て
、
神
も
仏
も

あ
る
も
の
か
、
と
い
う
の
が
、
能
本
作
者
の
世
界
観
だ
と
さ
え
、
で
え
そ
う

で
あ
る
。

能
は
数
多
の
要
素
を
採
り
入
れ
て
、
こ
ん
に
ち
の
形
に
綜
合
さ
れ
て
来

た
。
だ
か
ら
、
祝
藤
も
あ
れ
ば
、
呪
証
も
あ
る
。
《
当
麻
》
や

《
誓
願
寺
》

の
よ
う
な
浄
土
曼
茶
羅
図
が
動
き
出
し
た
か
の
曲
も
あ
る
。
《
狸
々
》
や



《
鷺
》
の
よ
う
に
舞
踏
に
終
始
す
る
曲
も
あ
る
。
し
か
し
、
大
和
猿
楽
に
セ
レ

モ
ニ
ー
や
民
俗
か
ら
脱
皮
し
よ
う
と
い
う
自
覚
が
生
じ
、
人
間
存
在
を
追
求

し
は
じ
め
て
か
ら
の
命
題
は
、　
一
に
有
情
の
妄
執
輪
廻
の
追
求
で
あ
り
、
そ

れ
を
能
作
に
形
象
化
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
世
阿
弥

・

禅
竹
二
世
に
互
る
ラ
イ
フ

・
ワ
ー
ク
で
あ

っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
《
求
塚
》

は
、
世
阿
弥
が

『三
道
』
に
い
う

「種
」
、
す
な
わ
ち
素
材
系
統
が
、
聖
道

僧
の
伝
承
と
か
地
獄
絵
図
と
か
と
い
っ
た
も
の
ゆ
え
、
古
風
な
曲
と
見
ら
れ

や
す
い
。
「亡
父
曲
」
と
い
う

『五
音
』
の
記
載
が
、
汎
く
浸
透
し
、
な
に

と
な
く
観
阿
弥
作
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
来
た
の
も
、
そ
れ
と
無
関
係
で
は
な

か
ろ
う
。
む
し
ろ
、
《
求
塚
》
は
、
そ
う
い
う
仏
教
民
俗
を
脱
皮
し
よ
う
と

す
る
と
こ
ろ
に
存
在
理
由
が
あ
る
の
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
世
界
は
世
阿
弥
に

始
ま
る
も
の
だ
と
わ
た
し
は
把
握
す
る
。
厳
密
に
は
、
《
檜
垣
》
と
の
先
後

関
係
は
、
し
か
と
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
先
述
の
よ
う
に
、
《
檜
垣
》
《
定

家
》
と
つ
づ
い
て
、
お
な
じ
主
題
の
も
と
に
曲
作
り
が
行
な
わ
れ
て
ゆ
く
の

が
、
大
和
の
バ
ッ
ク
ー
ボ
ー
ン
で
あ
り
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
「形
鬼
心
人
」

と
世
阿
弥
の
い
う

「砕
動
風
鬼
」
亀
二
曲
三
体
人
形
図
し

の
昇
華
路
線
に

あ
る
曲
ど
も
だ
と
、
わ
た
し
は
考
え
て
い
る
。
禅
竹
の

《
野
宮
》
だ

っ
て
、

例
外
で
は
な
い
。

い
ま

一
つ
、
も
し
原

《
求
塚
》
の
存
在
を
想
定
す
る
と
す
れ
ば
、
世
阿
弥

は
現

《求
塚
》
の
完
成
者
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の
だ
。

注（１
）
江
戸
期
以
来
の
巷
間
流
布
の
作
者
付
と
し
て
、
貞
享
三
年

（
一

能
本

《
求
塚
》
の
作
書
者

六
八
六
）
山
田
六
左
衛
門
刊

『諷
指
南
』
付
載

「能
之
舞
手
作
者
之

覚
」
（観
世
世
阿
弥
分
に

《
求
塚
》
あ
り
）
、
元
禄
四
年

（
一
六
九

一
）
船
戸

・
古
藤

・
茨
木

（小
川
）
刊

『観
世
流
内
百
番
』
謡
本
に

付
載
の
分

（観
世
ゆ
え

《求
塚
》
は
な
い
）
な
ど
が
あ
る

（表
章
氏

『百
々
裏
話
』
３‐

．
３２
‐

『鉄
仙
』
連
載

「謡
曲
作
者
付
の
色
々
」

―
の
ち
に

『能
楽
史
新
考
』
含
こ

に
収
録
）。

（２
）
「何
某
曲
」
と

『五
音
』
が
し
る
す
の
は
、
掲
出
さ
れ
た
詞
章
に

始
ま
る
ひ
と
く
だ
り
に
つ
い
て
の
場
合
も
あ
る
の
だ
が
、
氏
は
完
曲

の
曲
付
者
と
解
さ
れ
た
。

（３
）
先
引
表
論
考
に
観
世
流
の
カ
ッ
ト
部
分
が
く
わ
し
く
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

（４
）
「世
人
」
は
じ
つ
は
古
今
歌
で
、
伊
勢
歌
は

「今
宵
」
な
の
で
あ

る
が
、
禅
竹
の

《
小
塩
》
と
お
な
じ
く
、
意
識
し
て
い
る
の
は
、

『伊
勢
物
語
』
の
世
界
で
あ
る
。

（５
）
本
文

「
あ
ら
熱
や
耐
へ
が
た
や
」
の
あ
と
に
、
宝
生

。
金
剛
の

二
流
に
は

「
五
体
は
熾
火
の
黒
煙
と
な
り
た
る
ぞ
や
」
の
句
が
あ

Ｚ
一

。

（み
か
た

。
け
ん
　
能
楽
師
観
世
流
シ
テ
方
　
龍
谷
大
学
文
学
部
講
師
）


